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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ケーシングと、

このケーシング内に設けられ、対向する帯電物体の帯電電位に応じて誘導される誘導電流

を出力する検出電極と、

このケーシングにおいて上記検出電極と上記帯電物体との間に設けられた接地電極と、

上記検出電極と接地電極とを相対回転させるエアモータと、

上記検出電極と上記接地電極との相対位置を検出する回転位置センサと、

上記検出電極から出力される誘導電流を検出する検出回路と、

上記検出回路の信号と上記回転位置センサの信号とから極性を特定する極性判定回路と

が設けられ、

上記エアモータを駆動して上記検出電極と接地電極とを相対回転させ、その相対回転の過

程で、上記検出電極と帯電物体との対向面積を一定の周期で変化させる静電気測定装置で

あって、

上記エアモータからの排気の一部もしくは全部を上記ケーシング内に導く導入部が設けら

れるとともに、上記導入部から導かれた上記排気を排出する排出孔が上記検出電極の周囲

に形成された静電気測定装置。

【請求項２】

　上記検出電極が扇形板を備え、

上記接地電極には上記検出電極の扇形板と同一形状同一寸法の扇形板あるいは扇形開口の
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い ず れ か 一 方 を 備 え 、

上 記 検 出 電 極 と 接 地 電 極 と の 相 対 回 転 の 過 程 で 、 上 記 検 出 電 極 に お け る 扇 形 板 の 合 計 面 積

が 、 上 記 検 出 電 極 と 帯 電 物 体 と の 対 向 面 積 の 最 大 値 に な る と と も に 、

上 記 検 出 電 極 の 扇 形 板 の 合 計 面 積 が 、 上 記 検 出 電 極 の 外 周 が 描 く 円 の 面 積 の 二 分 の 一 に な

る 寸 法 を 保 っ た 請 求 項 １ に 記 載 の 静 電 気 測 定 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 帯 電 物 体 の 帯 電 電 位 や 、 帯 電 物 体 に 基 づ く 静 電 電 界 な ど を 検 出 す る 静 電 気

測 定 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 か ら 、 帯 電 物 体 の 帯 電 電 位 に 基 づ く 静 電 界 を 検 出 す る 静 電 気 測 定 装 置 が 知 ら れ て い

る 。 そ の 検 出 原 理 は 、 帯 電 物 体 に 検 出 電 極 を 対 向 さ せ る と 、 こ の 検 出 電 極 に 、 帯 電 物 体 の

帯 電 電 位 と 帯 電 物 体 ま で の 距 離 と に 応 じ た 電 荷 が 誘 導 さ れ る こ と を 利 用 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 上 記 帯 電 物 体 に は 、 例 え ば 、 サ イ ロ や 輸 送 管 内 を 浮 遊 ・ 流 動 し て い る 粉 体 や 液 滴 等 が あ

る 。

　 こ れ ら 粉 体 や 液 滴 等 の 粒 子 群 は 、 粒 子 ど う し の 摩 擦 や 、 サ イ ロ や 輸 送 管 の 内 壁 と の 摩 擦

に よ っ て プ ラ ス ま た は マ イ ナ ス に 帯 電 し や す い 。 こ の よ う な 摩 擦 に よ る 帯 電 量 が 大 き く な

る と 、 静 電 気 放 電 を お こ す 場 合 が あ る 。 こ の 放 電 が 着 火 性 放 電 で あ る と 、 可 燃 性 粉 体 や ガ

ス ・ 蒸 気 等 の 着 火 源 と な り 、 爆 発 や 火 災 の 発 生 す る 原 因 に な る 。 そ こ で 、 上 記 静 電 気 測 定

装 置 は 、 粒 子 群 な ど の 帯 電 状 態 を 継 続 的 に 測 定 し 、 上 記 の 着 火 性 放 電 が 起 こ ら な い よ う に

監 視 す る た め に 用 い ら れ て い る 。

　 そ の た め 、 こ の 種 の 静 電 気 測 定 装 置 は 、 自 身 が 着 火 原 因 と な る こ と が な い よ う に 、 防 爆

対 策 が さ れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 例 え ば 、 図 ５ に 示 す 従 来 の 静 電 気 測 定 装 置 は 、 筒 状 の ケ ー シ ン グ １ 内 に 検 出 電 極 ２ を 備

え 、 ケ ー シ ン グ １ の 外 部 の 帯 電 物 体 ３ の 帯 電 電 位 に 基 づ い て 検 出 電 極 ２ に 誘 導 さ れ た 電 荷

に 応 じ て 発 生 す る 誘 導 電 流 を 検 出 す る 装 置 で あ る 。

　 上 記 検 出 電 極 ２ は 、 図 ６ に 破 線 で 示 す よ う に 複 数 の 扇 形 板 ２ ａ を 備 え た 電 極 で 、 そ れ ら

を 結 合 し た 中 心 Ｏ １ に 導 電 体 か ら な る 回 転 軸 ４ を 取 り 付 け て い る 。 そ し て 、 こ の 回 転 軸 ４

は 絶 縁 性 の 連 結 部 材 ５ を 介 し て 電 動 モ ー タ ６ に 連 結 さ れ 、 こ の 電 動 モ ー タ ６ の 駆 動 力 で 検

出 電 極 ２ を 回 転 さ せ る よ う に し て い る 。 そ し て 、 上 記 回 転 軸 ４ は 検 出 回 路 ７ に 電 気 的 に 接

続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 上 記 ケ ー シ ン グ １ の 開 口 １ ａ は 、 接 地 電 極 ８ で 塞 が れ て い る が 、 こ の 接 地 電 極 ８

に は 、 検 出 電 極 ２ の 回 転 方 向 に 等 間 隔 を 保 っ た 複 数 の ス リ ッ ト ８ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 し

た が っ て 、 検 出 電 極 ２ の 扇 形 板 ２ ａ が 回 転 す れ ば 、 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と が ス リ ッ ト

８ ａ を 介 し て 対 向 し た り 、 そ の 対 向 が 遮 断 さ れ た り す る 。

　 さ ら に 、 上 記 導 電 体 か ら な る 回 転 軸 ４ は 、 誘 導 電 流 を 検 出 す る 検 出 回 路 ７ を 介 し て ア ー

ス に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 検 出 電 極 ２ に 誘 導 さ れ た 電 荷 に 応 じ て 発 生 す る 誘 導 電

流 を こ の 検 出 回 路 ７ で 検 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 の よ う に 検 出 電 極 ２ と 接 地 電 極 ８ と を 相 対 回 転 さ せ て 、 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と

を ス リ ッ ト ８ ａ を 介 し て 対 向 さ せ た り 、 そ の 対 向 を 遮 断 し た り す る よ う に し て い る の は 、

次 の 理 由 か ら で あ る 。

　 上 記 の よ う に し た 装 置 で は 、 検 出 電 極 ２ が 接 地 電 極 ８ に よ っ て 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 を 遮

断 さ れ た 位 置 か ら 徐 々 に ス リ ッ ト ８ ａ の 方 に 移 動 し て 、 帯 電 物 体 ３ と 検 出 電 極 ２ と の 対 向

面 積 が 徐 々 に 大 き く な る と 、 そ れ に 伴 い 検 出 電 極 ２ 内 の 電 荷 が 検 出 電 極 ２ の 表 面 に 誘 導 さ
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れ る 。 例 え ば 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 帯 電 物 体 ３ の 帯 電 電 位 の 極 性 が 正 で あ っ て 、 検 出

電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と が ス リ ッ ト ８ ａ を 介 し て 対 向 す る と 、 検 出 電 極 ２ の 帯 電 物 体 ３ と の

対 向 面 に 検 出 電 極 ２ 内 の 負 の 電 荷 が 引 き 付 け ら れ る 。 こ の よ う に 負 の 電 荷 が 帯 電 物 体 ３ に

引 き 付 け ら れ れ ば 、 こ の 負 の 電 荷 と 等 量 の 正 の 電 荷 が 上 記 検 出 回 路 ７ 側 の 面 に 誘 導 さ れ る

。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ し て 、 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 が 大 き く な れ ば 、 そ の 分 帯 電 物 体 ３ に 引

き 付 け ら れ る 負 の 電 荷 が 多 く な り 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 検 出 電 極 ２ が ス リ ッ ト ８ ａ

の 全 開 口 と 重 な る 位 置 に な る と 、 帯 電 物 体 ３ に 引 き 付 け ら れ た 負 の 電 荷 が 最 大 と な る 。 こ

の よ う に 、 帯 電 物 体 ３ 側 に 引 き 付 け ら れ る 負 の 電 荷 の 量 が 増 加 す る 過 程 で 、 検 出 回 路 ７ 側

に 誘 導 さ れ る 正 の 電 荷 も 増 加 す る 。

　 ま た 、 図 ７ （ ｂ ） 状 態 か ら 検 出 電 極 ２ が 移 動 し て 帯 電 物 体 ３ と 検 出 電 極 ２ の 対 向 面 積 が

徐 々 に 小 さ く な る 過 程 で は 、 接 地 電 極 ８ に よ っ て 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 が 遮 断 さ れ た 部 分 に

引 き 付 け ら れ て い た 負 の 電 荷 が フ リ ー に な る の で 検 出 電 極 ７ 側 の 正 の 電 荷 と 中 和 す る 。 そ

の た め 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 検 出 電 極 ２ の 表 面 に 誘 導 さ れ て い た 誘 導 電 荷 が 減 少 す る

こ と に な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 検 出 電 極 ２ が 移 動 し て 接 地 電 極 ８ が 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 を 完 全 に

遮 断 す る と 、 検 出 電 極 ２ は 帯 電 物 体 ３ の 影 響 を 受 け な く な り 、 誘 導 電 荷 は ゼ ロ に な る 。

　 上 記 の よ う な 検 出 電 極 ２ の 検 出 回 路 ７ 側 表 面 に 誘 導 さ れ る 電 荷 の 変 化 は 図 ８ に 示 す よ う

に な る 。 こ の 図 ８ は 、 検 出 電 極 ２ に お い て 検 出 回 路 ７ 側 の 面 に 誘 導 さ れ る 誘 導 電 荷 ｑ を 示

し た も の で あ る 。 そ し て 、 こ の 誘 導 電 荷 ｑ は 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 が 最 大

の と き に ピ ー ク 値 と な り 、 対 向 面 積 が 最 小 の と き 最 小 値 と な り 、 そ の 極 性 は 帯 電 物 体 ３ の

帯 電 極 性 と 一 致 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 誘 導 電 荷 ｑ は 、 検 出 回 路 ７ を 介 し て ア ー ス へ 流 れ る の で 、 こ の 誘 導 電 荷 ｑ に 基 づ く

誘 導 電 流 Ｉ を 検 出 回 路 ７ で 検 出 で き る 。 こ の 誘 導 電 流 Ｉ は 上 記 誘 導 電 荷 ｑ の 時 間 微 分 値 に

な る の で 、 図 ８ に 示 す 誘 導 電 荷 ｑ の 変 化 に 対 し 位 相 差 を 生 じ 、 例 え ば 検 出 電 極 ２ か ら ア ー

ス へ 流 れ る 電 流 を 正 の 電 流 と し 、 ア ー ス か ら 検 出 電 極 ２ へ 流 れ る 電 流 を 負 の 電 流 と し て 、

図 ９ に 示 す よ う な 信 号 波 形 と な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う に 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と を ス リ ッ ト ８ ａ を 介 し て 対 向 さ せ た り 、 そ の 対 向

を 遮 断 し た り す る た び に 、 検 出 回 路 ７ は 上 記 誘 導 電 流 を 検 出 す る こ と が で き る 。 そ し て 、

検 出 回 数 を 多 く す れ ば す る ほ ど 、 そ の 検 出 精 度 を 上 げ る こ と が で き る 。

　 こ の 検 出 回 数 は 、 ス リ ッ ト ８ ａ の 回 転 方 向 の 間 隔 と 検 出 電 極 ２ の 回 転 数 と で 決 ま る 。 こ

の よ う に 検 出 回 数 を 多 く す る た め に 、 検 出 電 極 ２ と 接 地 電 極 ８ と を 相 対 回 転 さ せ る よ う に

し て い る の で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 上 記 誘 導 電 流 の 大 き さ は 、 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 、 す な わ ち ス リ

ッ ト ８ ａ の 開 口 面 積 に 依 存 す る こ と に な る 。

　 上 記 の こ と か ら も 明 ら か な よ う に 、 誘 導 電 流 の 検 出 精 度 は 、 検 出 電 極 ２ と 接 地 電 極 ８ と

の 相 対 回 転 数 及 び ス リ ッ ト ８ ａ の 開 口 面 積 に 依 存 す る 。

　 し た が っ て 、 ス リ ッ ト ８ ａ の 開 口 面 積 が 小 さ け れ ば 誘 導 電 流 の 検 出 精 度 が 低 く な っ て し

ま う 。

　 な お 、 上 記 で は 帯 電 物 体 ３ の 極 性 が 正 の 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 帯 電 物 体 ３ が 負 の 場

合 に は 、 誘 導 電 流 の 方 向 が 上 記 と は 反 対 に な る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ８ ５ ３ ６ ８ ７ ９ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ２ １ ６ ５ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 上 記 従 来 の 静 電 気 測 定 装 置 で は 、 検 出 電 極 ２ と 接 地 電 極 ８ と を 相 対 回 転 さ せ る 駆

動 源 と し て 電 動 モ ー タ ６ を 用 い て い た が 、 こ の 電 動 モ ー タ ６ が シ ョ ー ト し て 火 花 を 発 生 す

る こ と を 想 定 し て 防 爆 対 策 が 施 さ れ て い た 。 つ ま り 、 ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 を 外 部 の 圧 力 よ

り も 高 く し て 、 外 部 の 可 燃 性 物 質 が ケ ー シ ン グ １ 内 に 侵 入 し な い よ う に し て い た 。

　 こ の よ う に ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 を 高 く 維 持 す る た め に 、 ケ ー シ ン グ １ に 防 爆 用 気 体 供 給

源 ９ か ら 高 圧 の 気 体 を 供 給 し て い る 。 し か し 、 防 爆 用 気 体 供 給 源 ９ を 設 け た と し て も 、 上

記 ス リ ッ ト ８ ａ の 開 口 が 大 き け れ ば 、 内 圧 を 高 く す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う に ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 を 一 定 以 上 高 く 維 持 す る た め に 、 従 来 の 装 置 で は ス リ ッ

ト ８ ａ の 開 口 面 積 を 小 さ く せ ざ る を え な か っ た 。 し か し 、 上 記 し た よ う に ス リ ッ ト ８ ａ の

開 口 面 積 が 小 さ け れ ば 、 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 3と の 対 向 面 積 が 小 さ く な り 、 検 出 精 度 が

低 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。

　 な お 、 図 ５ 中 符 号 １ ０ は 圧 力 セ ン サ 、 符 号 １ ２ は 帯 電 物 体 ３ の 帯 電 極 性 を 判 定 す る 極 性

判 定 回 路 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 記 圧 力 セ ン サ １ ０ は 、 ス リ ッ ト ８ ａ と 検 出 電 極 ２ と の 相 対 位 置 に 応 じ て 変 化 す る ケ ー

シ ン グ １ の 内 圧 を 検 出 す る 。 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と が ス リ ッ ト ８ ａ を 介 し て 対 向 す る

と き に は 、 ス リ ッ ト ８ ａ が 検 出 電 極 ２ で 塞 が れ る こ と に な る の で 、 ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 が

相 対 的 に 高 く な り 、 検 出 電 極 ２ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 を 接 地 電 極 ８ で 遮 断 さ れ る と き に は

、 ス リ ッ ト ８ ａ を 介 し て ケ ー シ ン グ １ の 内 外 が 連 通 す る の で 、 ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 が 相 対

的 に 低 く な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 上 記 の よ う な ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 の 変 化 か ら 、 検 出 電 極 ２ が 帯 電 物 体 ３ と 対 向 し て い る

と き な の か 、 対 向 が 遮 断 さ れ て い る と き な の か を 判 定 で き る 。 し た が っ て 、 極 性 判 定 回 路

１ ２ は 圧 力 セ ン サ １ ０ の 検 出 信 号 と 検 出 回 路 ７ か ら の 検 出 信 号 と に 基 づ い て 帯 電 物 体 ３ の

帯 電 極 性 を 判 定 す る こ と が で き る 。

　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば 可 燃 性 雰 囲 気 の よ う な 防 爆 仕 様 を 必 要 と す る よ う な 環 境 で も

使 用 で き 、 誘 導 電 流 の 検 出 感 度 が 高 い 静 電 気 測 定 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 第 １ の 発 明 は 、 ケ ー シ ン グ と 、 こ の ケ ー シ ン グ 内 に 設 け ら れ 、 対 向 す る 帯 電 物 体 の 帯 電

電 位 に 応 じ て 誘 導 さ れ る 誘 導 電 流 を 出 力 す る 検 出 電 極 と 、 こ の ケ ー シ ン グ に お い て 上 記 検

出 電 極 と 上 記 帯 電 物 体 と の 間 に 設 け ら れ た 接 地 電 極 と 、 上 記 検 出 電 極 と 接 地 電 極 と を 相 対

回 転 さ せ る エ ア モ ー タ と 、 上 記 検 出 電 極 と 上 記 接 地 電 極 と の 相 対 位 置 を 検 出 す る 回 転 位 置

セ ン サ と 、 上 記 検 出 電 極 か ら 出 力 さ れ る 誘 導 電 流 を 検 出 す る 検 出 回 路 と 、 上 記 検 出 回 路 の

信 号 と 上 記 回 転 位 置 セ ン サ の 信 号 と か ら 極 性 を 特 定 す る 極 性 判 定 回 路 と が 設 け ら れ 、 上 記

エ ア モ ー タ を 駆 動 し て 上 記 検 出 電 極 と 接 地 電 極 と を 相 対 回 転 さ せ 、 そ の 相 対 回 転 の 過 程 で

、 上 記 検 出 電 極 と 帯 電 物 体 と の 対 向 面 積 を 一 定 の 周 期 で 変 化 さ せ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 さ ら に 、 上 記 エ ア モ ー タ か ら の 排 気 の 一 部 も し く は 全 部 を 上 記 ケ ー シ ン グ 内 に 導 く 導 入

部 が 設 け ら れ る と と も に 、 上 記 導 入 部 か ら 導 か れ た 上 記 排 気 を 排 出 す る 排 出 孔 が 上 記 検 出

電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 第 ２ の 発 明 は 、 上 記 検 出 電 極 が 扇 形 板 を 備 え 、 上 記 接 地 電 極 に は 上 記 検 出 電 極 の 扇 形 板

と 同 一 形 状 同 一 寸 法 の 扇 形 板 あ る い は 扇 形 開 口 の い ず れ か 一 方 を 備 え 、 上 記 検 出 電 極 と 接

地 電 極 と の 相 対 回 転 の 過 程 で 、 上 記 検 出 電 極 に お け る 扇 形 板 の 合 計 面 積 が 、 上 記 検 出 電 極
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と 帯 電 物 体 と の 対 向 面 積 の 最 大 値 に な る と と も に 、 上 記 検 出 電 極 の 扇 形 板 の 合 計 面 積 が 、

上 記 検 出 電 極 の 外 周 が 描 く 円 の 面 積 の 二 分 の 一 に な る 寸 法 を 保 っ て い る 。

　 な お 、 上 記 検 出 電 極 の 扇 形 円 は 、 半 円 で あ っ て も よ い し 、 半 円 よ り も 小 さ い 複 数 の 扇 形

で 形 成 さ れ て い て も よ い 。

　 ま た 、 検 出 電 極 と 帯 電 物 体 と の 対 向 面 積 が 最 大 と な る の は 、 検 出 電 極 の 扇 形 板 と 接 地 電

極 の 扇 形 板 と の 重 な り が な い 状 態 、 も し く は 接 地 電 極 の 扇 形 開 口 と が 完 全 に 重 な っ た 状 態

で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 検 出 電 極 と 接 地 電 極 と を 相 対 回 転 さ せ る た め に エ ア モ ー タ を 用 い

て い る の で 、 エ ア モ ー タ か ら 放 電 火 花 な ど が 発 生 す る 心 配 が な い 。 そ の た め 、 電 動 モ ー タ

を 用 い た 従 来 の よ う に 、 ケ ー シ ン グ の 内 圧 を 一 定 以 上 に 高 く 維 持 し て 内 圧 防 爆 を 実 現 す る

必 要 が な く な っ た 。

　 こ の よ う に ケ ー シ ン グ 内 の 圧 力 を 一 定 値 以 上 に 維 持 す る 必 要 が な い の で 、 例 え ば 接 地 電

極 の 開 口 面 積 を 大 き く し て 、 そ の 開 口 を 介 し て 検 出 電 極 と 帯 電 物 体 と が 対 向 す る 対 向 面 積

を 十 分 に 大 き く す る こ と が で き る 。 帯 電 物 体 と の 対 向 面 積 が 大 き く な れ ば 、 誘 導 電 流 値 が

大 き く な っ て 検 出 感 度 を 上 げ る こ と が で き る 。

　 し か も 、 エ ア モ ー タ を 用 い る こ と で 検 出 回 路 等 を 本 質 安 全 防 爆 化 す る だ け で 、 防 爆 構 造

の 静 電 気 測 定 装 置 を 実 現 で き 、 こ の 装 置 を 防 爆 仕 様 が 必 要 な 環 境 で も 用 い る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 で は 、 検 出 電 極 側 か ら 圧 縮 エ ア を 噴 出 さ せ る こ と が 必 須 で は な い 。 そ の

た め 、 例 え ば 、 空 間 に 浮 遊 し て い る 帯 電 し た 粉 体 の 静 電 気 の 測 定 に も 使 用 で き る 。 も し 、

内 圧 防 爆 を 実 現 す る た め に ケ ー シ ン グ か ら 防 爆 用 の ガ ス を 噴 出 さ せ 、 そ の ガ ス が 粉 体 を 攪

拌 し て し ま え ば 、 静 電 気 の 状 態 も 変 化 し て 正 確 な 測 定 が で き な い 可 能 性 が あ る が 、 こ の 発

明 の 測 定 装 置 な ら 、 そ の よ う な 心 配 は な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 さ ら に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 エ ア モ ー タ の 排 気 を 検 出 電 極 の 周 囲 に 導 く こ と が で き る の

で 、 こ の 排 気 流 に よ っ て 検 出 電 極 に 付 着 し た 塵 な ど の 異 物 を 吹 き 飛 ば し て 検 出 電 極 を 清 掃

す る こ と が で き る 。 検 出 電 極 の 表 面 に 絶 縁 体 が 付 着 す れ ば 、 帯 電 物 体 に よ る 誘 導 電 流 が 変

化 し て 測 定 精 度 が 落 ち て し ま う 。 こ の 発 明 で は 、 エ ア モ ー タ の 排 気 に よ っ て 検 出 電 極 の 表

面 を 清 浄 に 保 て る の で 、 検 出 精 度 を 保 つ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 検 出 電 極 の 全 面 を 周 期 的 に 帯 電 物 体 に 対 向 さ せ る こ と が で き 、 検

出 感 度 を 十 分 に 上 げ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 静 電 気 測 定 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の 検 出 電 極 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の 接 地 電 極 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 接 地 電 極 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 従 来 の 静 電 気 測 定 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 従 来 の 接 地 電 極 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 誘 導 電 流 の 検 出 原 理 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 誘 導 電 荷 の 変 化 の 一 例 で あ る 。

【 図 ９ 】 誘 導 電 流 の 検 出 波 形 の 一 例 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 １ ～ ３ を 用 い て こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 図 １ に お い て 従 来 と 同 様

の 構 成 要 素 に は 、 図 ５ と 同 じ 符 号 を 用 い 、 個 々 に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
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　 こ の 第 １ 実 施 形 態 は 、 円 筒 形 の ケ ー シ ン グ １ の 開 口 １ ａ 側 に 検 出 電 極 １ ３ が 固 定 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 検 出 電 極 １ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 中 心 角 を ４ ５ ° と し た ４ 枚 の 扇 形 板 １ ３ ａ か ら な り

、 図 ２ で は 省 略 し て い る が 、 絶 縁 性 の 支 持 板 １ ４ の 表 面 に 後 で 説 明 す る 接 地 電 極 １ ５ と の

相 対 回 転 方 向 に 等 間 隔 を 保 っ て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら 扇 形 板 １ ３ ａ の 合 計 面 積 が 検 出

電 極 １ ３ の 外 周 が 描 く 円 の 二 分 の 一 の 面 積 を 占 め て い る 。

　 ま た 、 上 記 支 持 板 １ ４ は 円 盤 状 で そ の 外 周 が ケ ー シ ン グ １ の 内 壁 に 固 定 さ れ て い る 。 こ

の 支 持 板 １ ４ は 、 ケ ー シ ン グ １ に 対 し て 固 定 さ れ て い れ ば よ く 、 そ の 全 外 周 が ケ ー シ ン グ

１ の 内 壁 に 密 着 す る 必 要 は な い 。 さ ら に 、 こ の 支 持 板 １ ４ に 開 口 が 形 成 さ れ て い て も よ く

、 後 で 説 明 す る エ ア モ ー タ １ ８ や 検 出 回 路 ７ な ど が 設 け ら れ た 空 間 と ケ ー シ ン グ １ の 外 部

と が 連 通 し 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 異 物 が 侵 入 す る よ う な こ と が あ っ て も か ま わ な い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 検 出 電 極 １ ３ の 上 記 扇 形 板 １ ３ ａ を 結 合 し た 中 心 に は 、 接 地 電 極 １ ５ に 取 り 付 け

ら れ た 回 転 軸 １ ６ を 貫 通 さ せ る 軸 孔 １ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 支 持 板 １ ４ の 中 心

に は 、 上 記 軸 孔 １ ３ ｂ に 一 致 す る 軸 孔 １ ４ ａ が 形 成 さ れ る と と も に 、 こ の 軸 孔 １ ４ ａ に 上

記 回 転 軸 １ ６ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 部 材 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 上 記 ケ ー シ ン グ １ の 開 口 １ ａ 側 で 、 上 記 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の 間 に 位 置

す る 接 地 電 極 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。

　 こ の 接 地 電 極 １ ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 外 形 を 上 記 検 出 電 極 １ ３ と 等 し く し た 金 属 製

の 板 部 材 で あ る 。 つ ま り 、 検 出 電 極 １ ３ と 同 様 に 、 複 数 の 扇 形 板 １ ５ ａ が 回 転 方 向 に 等 間

隔 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 扇 形 板 １ ５ ａ が 、 検 出 電 極 １ ３ の 扇 形 板 １ ３ ａ と 一 致

す る 形 状 を 備 え 、 回 転 方 向 に 隣 り 合 う 扇 形 板 １ ５ ａ と １ ５ ａ と の 間 に は 、 一 点 鎖 線 で 示 し

た 扇 形 の 空 間 部 １ ５ ｂ が 介 在 し 、 こ の 空 間 部 １ ５ ｂ は 上 記 扇 形 板 １ ５ ａ 及 び 接 地 電 極 １ ３

の 各 扇 形 板 １ ３ ａ と 一 致 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 、 上 記 複 数 の 扇 形 板 １ ５ ａ の 中 心 Ｏ ２ に は 導 電 性 の 回 転 軸 １ ６ を 取 り 付 け 、 こ の

回 転 軸 １ ６ に 、 連 結 部 材 ５ を 介 し て エ ア モ ー タ １ ８ の 出 力 軸 を 連 結 し て い る 。 こ の エ ア モ

ー タ １ ８ は 、 コ ン プ レ ッ サ な ど の 圧 縮 エ ア 供 給 源 １ ９ に 接 続 さ れ 、 圧 縮 エ ア に よ っ て 回 転

し て 接 地 電 極 １ ５ を 回 転 さ せ る よ う に し て い る 。 な お 、 接 地 電 極 １ ５ は 、 上 記 回 転 軸 １ ６

を 介 し て 接 地 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 静 電 気 測 定 装 置 で は 、 接 地 電 極 １ ５ が 回 転 す る と 、 扇 形 板 １ ５

ａ と 検 出 電 極 １ ３ の 扇 形 板 １ ３ ａ と の 重 な り 面 積 が 周 期 的 に 増 減 し 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電

物 体 ３ と の 対 向 面 積 が 周 期 的 に 変 化 す る こ と に な る 。 し た が っ て 、 こ の 対 向 面 積 と 、 帯 電

物 体 ３ の 帯 電 電 位 に 応 じ た 誘 導 電 荷 が 検 出 電 極 １ ３ の 表 面 に 誘 導 さ れ 、 こ の 誘 導 電 荷 に 基

づ い た 誘 電 電 流 Ｉ を 検 出 回 路 ７ が 検 出 す る 。

　 そ し て 、 接 地 電 極 １ ５ の 回 転 過 程 で 、 扇 形 板 １ ５ ａ が 扇 形 板 １ ３ ａ と 完 全 に 重 な っ た と

き 、 帯 電 物 体 ３ と 検 出 電 極 １ ３ と の 対 向 面 積 が ゼ ロ に な り 、 上 記 空 間 部 １ ５ ｂ が 検 出 電 極

１ ３ の 扇 形 板 １ ３ ａ と 一 致 し た と き 、 扇 形 板 １ ３ ａ の 全 面 積 が 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 と

な る 。

　 こ の よ う に 接 地 電 極 １ ５ の 空 間 部 １ ５ ｂ と 検 出 電 極 １ ３ と が 重 な っ た と き 、 検 出 電 極 １

３ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 最 大 に な り 、 検 出 電 極 １ ３ に 誘 導 さ れ る 誘 導 電 荷 ｑ の 量 は 最

大 に な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 一 方 、 検 出 電 極 １ ３ と ア ー ス と の 間 を 流 れ る 誘 導 電 流 Ｉ は 、 上 記 し た よ う に 検 出 電 極 １

３ の 誘 導 電 荷 ｑ を 時 間 微 分 し た 値 と な る の で 、 誘 導 電 荷 ｑ の 変 化 と 位 相 差 を 生 じ た 変 化 と

な る 。 そ の 結 果 、 こ の 誘 導 電 流 Ｉ の ピ ー ク 値 は 、 検 出 電 極 １ ３ の 面 積 の 半 分 が 接 地 電 極 １

５ の 空 間 部 １ ５ ｂ を 介 し て 帯 電 物 体 ３ と 対 向 し た と き に な り 、 そ の ピ ー ク 電 流 値 を 検 出 回
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路 ７ で 検 出 す る こ と に な る 。 こ の 誘 導 電 流 Ｉ の ピ ー ク 値 の 大 き さ は 、 誘 導 電 荷 ｑ の ピ ー ク

値 に 対 応 す る の で 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 の 最 大 値 が 大 き い ほ ど 大 き く

な る 。 そ し て 、 上 記 対 向 面 積 は 、 接 地 電 極 １ ５ の 空 間 部 １ ５ ｂ の 大 き さ で 決 ま る の で 、 空

間 部 １ ５ ｂ が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 、 誘 導 電 流 Ｉ の 検 出 感 度 が 高 く な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 検 出 電 極 １ ３ と 接 地 電 極 １ ５ と を 相 対 回 転 さ せ る た め に エ ア モ

ー タ １ ８ を 利 用 し て い る 。 そ の た め 、 従 来 の よ う に 電 動 モ ー タ ６ の 火 花 発 生 の 可 能 性 を 考

慮 す る 必 要 が な い 。 つ ま り 、 エ ア モ ー タ １ ８ を 用 い る こ と で 、 検 出 電 極 １ ３ と 接 地 電 極 １

５ と を 相 対 回 転 さ せ る 駆 動 源 が 着 火 原 因 と な る こ と が な く 、 本 質 安 全 防 爆 が 実 現 で き る 。

し た が っ て 、 従 来 の よ う に ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 を 一 定 以 上 に 高 く 維 持 し て 内 圧 防 爆 を 実 現

す る 必 要 が な い 。 こ の よ う に ケ ー シ ン グ １ の 内 圧 を 高 く 維 持 す る 必 要 が な い の で 、 ケ ー シ

ン グ １ の 開 口 １ ａ を 接 地 電 極 １ ５ で 塞 が な く て も よ く 、 上 記 空 間 部 １ ５ ｂ を 図 ６ の ス リ ッ

ト ８ ａ と 比 べ て 十 分 に 大 き く す る こ と が で き る 。

　 そ の 結 果 、 上 記 空 間 部 １ ５ ｂ を 介 し て 対 向 す る 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積

を 大 き く す る こ と が で き 、 検 出 感 度 を 高 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 上 記 し た よ う に 、 検 出 電 極 １ ３ が 帯 電 物 体 ３ と 対 向 し て い る と き に 検 出 回 路 ７ 側

に 誘 導 さ れ る 誘 導 電 荷 ｑ の 極 性 は 帯 電 物 体 ３ の 帯 電 極 性 と 一 致 す る 。 し た が っ て 、 検 出 回

路 ７ が 検 出 す る 誘 導 電 流 Ｉ の 流 れ 方 向 は 帯 電 物 体 ３ の 帯 電 極 性 に よ っ て 異 な る 。 し か し 、

検 出 回 路 ７ が 検 出 す る 誘 導 電 流 Ｉ は 図 ９ に 示 す よ う に 正 負 両 方 で あ る 。

　 そ の た め 、 帯 電 物 体 ３ の 帯 電 極 性 を 判 定 す る た め に は 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の

対 向 面 積 が 増 加 す る 過 程 を 検 出 す る 必 要 が あ る 。 上 記 対 向 面 積 が 増 加 す る 過 程 で 検 出 さ れ

た 誘 導 電 流 Ｉ の 極 性 が 帯 電 物 体 ３ の 帯 電 極 性 と 一 致 す る か ら で あ る 。

　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 接 地 電 極 １ ５ と 検 出 電 極 １ ３ と の 相 対 回 転 位 置 を 検 出 す る た め

の 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ を 備 え 、 そ の 検 出 信 号 を 、 検 出 回 路 ７ か ら の 誘 導 電 流 Ｉ の 検 出 信 号

と と も に 、 極 性 判 定 回 路 １ ２ に 入 力 す る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ は 、 上 記 回 転 軸 １ ６ に 取 り 付 け た マ ー カ ー ２ ０ ａ と 、 回 転 す る

こ の マ ー カ ー ２ ０ ａ の 位 置 を 検 出 す る 検 知 部 ２ ０ ｂ と か ら な る 。 例 え ば 、 マ ー カ ー ２ ０ ａ

が 永 久 磁 石 で 、 検 知 部 ２ ０ ｂ が ホ ー ル 素 子 を 備 え て い る 場 合 、 検 知 部 ２ ０ ｂ は 回 転 軸 １ ６

の 回 転 位 置 に 応 じ て 変 化 す る 磁 界 を 検 出 し 、 そ の 検 出 値 に 応 じ て 回 転 軸 １ ６ の 回 転 角 度 が

特 定 で き る 。 た だ し 、 接 地 電 極 １ ５ と 検 出 電 極 １ ３ と の 位 置 関 係 が 把 握 で き れ ば 、 上 記 回

転 位 置 セ ン サ ２ ０ は ど の よ う な 原 理 を 利 用 し た も の で も 構 わ な い 。

　 そ し て 、 極 性 判 定 回 路 １ ２ は 、 上 記 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 か ら 接 地 電 極 １ ５ の

回 転 位 置 を 特 定 し 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 が 増 加 す る 過 程 で 検 出 回 路 ７

が 検 出 し た 誘 導 電 流 Ｉ の 向 き 、 す な わ ち 検 出 値 の 極 性 に 基 づ い て 帯 電 物 体 ３ の 極 性 を 判 定

し 、 そ の 結 果 を 出 力 部 １ １ に 出 力 す る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 上 記 エ ア モ ー タ １ ８ の 排 気 を 、 図 １ の 矢 印 ｘ の よ う に ケ ー

シ ン グ １ 外 に 噴 出 さ せ て い る が 、 こ の 排 気 を ケ ー シ ン グ １ に 導 く よ う に し て も よ い 。 例 え

ば 、 二 点 鎖 線 で 示 す よ う な パ イ プ な ど で 排 気 の 導 入 部 を 構 成 し て も よ い し 、 エ ア モ ー タ １

８ の 排 気 口 を ケ ー シ ン グ １ 内 に 位 置 さ せ て も よ い 。

　 そ し て 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 導 い た 排 気 を 、 検 出 電 極 １ ３ の 周 囲 に 設 け た 図 示 し な い 排 出

孔 か ら 排 出 さ せ れ ば 、 検 出 電 極 １ ３ の 表 面 を 上 記 排 気 流 に よ っ て 清 掃 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 検 出 電 極 １ ３ の 表 面 に 塵 な ど が 付 着 す れ ば 、 誘 導 電 流 な ど を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き

な く な っ て し ま う が 、 検 出 電 極 １ ３ を 排 気 流 に よ っ て 清 浄 に 保 て ば 、 そ の 検 出 精 度 を 維 持

す る こ と が で き る 。

　 な お 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 導 い た 排 気 を 、 検 出 電 極 １ ３ の 周 囲 か ら 排 出 さ せ る 排 出 孔 は 、

例 え ば 検 出 電 極 １ ３ を 支 持 す る 支 持 板 １ ４ に 形 成 し た り 、 支 持 板 １ ４ と ケ ー シ ン グ １ の 内
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壁 と の 間 に 隙 間 と し て 設 け た り す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 エ ア モ ー タ １ ８ か ら の 排 気 の う ち 一 部 を 検 出 電 極 １ ３ の 清 掃 用 の 流 量 と し 、 残 り

を ケ ー シ ン グ １ の 外 に 直 接 噴 出 さ せ る よ う に 上 記 導 入 部 に 分 岐 通 路 を 設 け て も よ い 。 さ ら

に 、 こ の 分 岐 通 路 に 、 検 出 電 極 １ ３ 側 か ら 噴 出 さ れ る 排 気 流 量 を 調 整 す る た め の バ ル ブ な

ど の 流 量 調 整 手 段 を 設 け て も よ い 。

　 例 え ば 、 帯 電 物 体 が 流 動 す る 粉 体 な ど の 場 合 、 検 出 電 極 １ ３ 側 か ら 噴 出 す る 排 気 流 量 が

多 い と 、 排 気 の 噴 出 圧 に よ っ て 上 記 粉 体 が 吹 き 飛 ば さ れ て し ま い 、 誘 導 電 流 な ど の 検 出 値

が 変 化 し て し ま う こ と が あ る が 、 帯 電 物 体 の 形 態 に 応 じ て 検 出 電 極 １ ３ の 表 面 を 清 掃 す る

排 気 流 の 流 量 を 調 整 で き れ ば 、 常 に 正 確 な 測 定 が で き る こ と に な る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ４ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 接 地 電 極 ２ １ の 平 面 図 で あ る 。 こ の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 第 １ 実 施

形 態 の 接 地 電 極 １ ５ を 接 地 電 極 ２ １ に 換 え た も の で 、 そ の 他 の 構 成 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ

で あ る 。

　 こ の 接 地 電 極 ２ １ は 、 円 盤 状 の 金 属 板 の 中 心 ０ ３ の 周 囲 に 、 上 記 検 出 電 極 １ ３ の 各 扇 形

板 １ ３ ａ と 同 形 及 び 同 一 寸 法 を 備 え た 扇 形 開 口 ２ １ ａ を 形 成 し た も の で あ る 。 そ し て 、 上

記 中 心 Ｏ ３ に 導 電 性 の 回 転 軸 １ ６ を 取 り 付 け 、 エ ア モ ー タ １ ８ に よ っ て こ の 接 地 電 極 ２ １

を 回 転 さ せ る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の 接 地 電 極 ２ １ に お い て 、 回 転 方 向 で 隣 り 合 う 開 口 ２ １ ａ と ２ １ ａ と の 間 の 扇 形 の 閉

鎖 部 ２ １ ｂ が 、 第 １ 実 施 形 態 の 接 地 電 極 １ ５ の 扇 形 板 １ ５ ａ に 相 当 す る 。 そ し て 、 こ の 接

地 電 極 ２ １ と 検 出 電 極 １ ３ と の 相 対 回 転 過 程 で 、 検 出 電 極 １ ３ の 扇 形 板 １ ３ ａ が 、 上 記 扇

形 開 口 ２ １ ａ と ぴ っ た り 重 な っ た と き 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 が 最 大 と

な り 、 検 出 電 極 １ ３ と 上 記 閉 鎖 部 ２ １ ｂ と が ぴ っ た り 重 な っ た と き 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電

物 体 ３ と の 対 向 面 積 が ゼ ロ に な る 。 そ し て 、 上 記 対 向 面 積 が 変 化 す る 過 程 で 、 検 出 電 極 １

３ の 表 面 に 誘 導 さ れ る 誘 導 電 荷 の 変 化 に 応 じ て 流 れ 方 向 が 周 期 的 に 変 化 す る 誘 導 電 流 Ｉ を

検 出 回 路 ７ が 検 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 こ の 第 ２ 実 施 形 態 で も 、 電 動 モ ー タ に 換 え て エ ア モ ー タ １ ８ を 用 い て い る の で 、 ケ ー シ

ン グ １ の 内 圧 を 一 定 以 上 に 高 く 維 持 す る 必 要 が な い 。 そ の た め 、 扇 形 開 口 ２ １ ａ の 面 積 を

十 分 に 大 き く し て 、 検 出 感 度 を 上 げ る こ と が で き る 。 し か も 、 防 爆 仕 様 を 必 要 と す る 環 境

で も 使 用 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の 接 地 電 極 ２ １ は 、 全 体 形 状 が 円 盤 状 な の で 、 第 １ 実 施 形 態 の

よ う に 複 数 の 扇 形 板 で 羽 根 状 に し た も の と 比 べ て 、 回 転 時 に 外 周 が ぶ れ に く く 、 よ り 安 定

し て 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 接 地 電 極 ２ １ の 回 転 に ぶ れ が な け れ ば 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯

電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 に も 誤 差 が 発 生 す る こ と な く 、 検 出 値 の 再 現 性 が よ り 高 く な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 上 記 第 １ ， ２ 実 施 形 態 で は 、 検 出 電 極 １ ３ が ４ 枚 の 扇 形 板 １ ３ ａ で 構 成 さ れ 、 接

地 電 極 １ ５ ， ２ １ の 開 口 を 上 記 扇 形 板 １ ３ ａ と 同 一 形 状 に し て い る が 、 検 出 電 極 １ ３ と 接

地 電 極 １ ５ ， ２ １ と の 相 対 回 転 に よ っ て 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 が ゼ ロ

か ら 最 大 値 ま で 周 期 的 に 変 化 す る の で あ れ ば 、 検 出 電 極 １ ３ の 形 状 や 、 接 地 電 極 １ ５ ， ２

１ の 形 状 や 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。

　 た だ し 、 接 地 電 極 １ ５ の 空 間 部 １ ５ ｂ や 接 地 電 極 ２ １ の 扇 形 開 口 ２ １ ａ の 形 状 お よ び 寸

法 を 検 出 電 極 １ ３ と 一 致 さ せ れ ば 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯 電 物 体 ３ と の 最 大 対 向 面 積 を 検 出 電

極 １ ３ の 面 積 と 等 し く す る こ と が で き 、 検 出 電 極 １ ３ の 表 面 全 体 を 帯 電 物 体 ３ と 対 向 さ せ

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 検 出 電 極 １ ３ に お い て 、 複 数 の 扇 形 板 １ ３ ａ の 合 計 面 積 を 上 記 検 出 電 極 １ ３ の 外

周 が 描 く 円 の 面 積 の 二 分 の 一 に な る よ う に 等 間 隔 に 配 置 し て い る の で 、 検 出 電 極 １ ３ と 帯

電 物 体 ３ と の 対 向 面 積 を ゼ ロ か ら 最 大 面 積 ま で 連 続 的 に 変 化 さ せ な が ら 、 帯 電 物 体 ３ と の

10

20

30

40

50



(9) JP  6818328  B2  2021.1.20

対 向 時 間 を 最 大 に す る こ と が で き る 。 そ し て 、 検 出 回 路 ７ が 検 出 す る 誘 電 電 流 Ｉ は 、 図 ８

の よ う な バ ラ ン ス の 良 い 波 形 に な る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 上 記 第 １ ， ２ 実 施 形 態 で は 、 固 定 さ れ た 検 出 電 極 １ ３ に 対 し て 接 地 電 極 １ ５ ， ２

１ を 回 転 さ せ る よ う に し て い る が 、 接 地 電 極 １ ５ ， ２ １ を 固 定 し て 、 検 出 電 極 １ ３ を 回 転

さ せ る よ う に し て も よ い 。 た だ し 、 検 出 電 極 １ ３ を 回 転 さ せ る 場 合 に は 、 誘 導 電 流 Ｉ を 取

り 出 す た め の 接 点 と 回 転 軸 １ ６ と を 摺 動 さ せ な け れ ば な ら な い 。 接 点 部 分 が 摺 動 す れ ば 、

検 出 回 路 ７ に ノ イ ズ が 入 り 込 む 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 検 出 電 極 １ ３ を 回 転 さ せ る よ

り も 固 定 し た 方 が 、 ノ イ ズ の 影 響 を 排 除 し て 検 出 精 度 を 上 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 さ ら に 、 上 記 検 出 回 路 ７ は 、 検 出 電 極 １ ３ に 誘 導 さ れ る 誘 導 電 流 Ｉ を 検 出 し て い る が 、

こ の 静 電 気 測 定 装 置 で は 、 誘 導 電 流 Ｉ だ け で な く 、 検 出 電 極 に 誘 導 さ れ る 誘 導 電 荷 量 、 帯

電 物 体 ３ の 帯 電 電 位 や 表 面 電 荷 量 、 帯 電 物 体 ３ に よ っ て 形 成 さ れ る 電 界 強 度 な ど を 測 定 す

る こ と も で き る 。

　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 測 定 装 置 を 本 質 安 全 防 爆 と す る た め に 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 設

け ら れ る 検 出 回 路 ７ 及 び 極 性 判 定 回 路 １ ２ を 、 微 弱 な 電 源 で 動 作 可 能 に す る と と も に 、 回

路 内 の 配 線 間 で の 短 絡 が 発 生 な い よ う に 設 計 し て い る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 防 爆 仕 様 を 必 要 と す る 環 境 で 用 い る 静 電 気 測 定 装 置 と し て 最 適 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

１ 　 　 ケ ー シ ン グ

３ 　 　 帯 電 物 体

７ 　 　 検 出 回 路

１ ２ 　 　 極 性 判 定 回 路

１ ３ 　 　 検 出 電 極

１ ５ 　 　 接 地 電 極

１ ５ ｂ 　 　 （ 接 地 電 極 の 開 口 ） 空 間 部

１ ８ 　 　 エ ア モ ー タ

２ ０ 　 　 回 転 位 置 セ ン サ

２ １ 　 　 接 地 電 極

２ １ ａ 　 　 開 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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